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  研究要旨 

ＴＥＣの移植に際しては、脱落の予防のためＴＥＣを移植部位に
一定時間静置する必要がある。通常の関節鏡手術では視野の確保
のため関節内を液体で満たし作業を行うが、ＴＥＣ移植の際に
は、その水流により脱落の恐れがある。そこで、安定しかつ低侵
襲なＴＥＣの移植手技の確立を目的とした調査を行った。 
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Ａ．研究目的 
ＴＥＣの移植の際の手術手技の確立の

ための調査・検討を行なうことである。 
 

Ｂ．研究方法 
関節鏡手術の際に、腹腔鏡手術等でも使
用される二酸化炭素ガス還流下における
ＴＥＣの移植が可能か検討した。 
 
（倫理面への配慮） 
ヘルシンキ宣言に基づく倫理的原則に

留意、「ヒト幹細胞を用いる臨床研究に
関する指針」を遵守した。 
 
Ｃ．研究結果 

20l/minの還流速度による二酸化炭素
ガスの関節内の充満により、ＴＥＣ移植
の際に必要な視野、および作業空間が確
保できることを確認できた。 
 
Ｄ．考察 
二酸化炭素ガスの使用により、低侵襲

かつ確実なＴＥＣの移植が可能となる可
能性が示唆された。 
 
Ｅ．結論 

 二酸化炭素ガス還流を用いた関節鏡手
術によりＴＥＣをより低侵襲で移植でき
る可能性が示された。5例目の移植の際に
用いる予定である。 
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